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＜病棟連絡事項＞
・針捨てボックスには、針以外の廃棄はしないでください。
・点滴残量ある場合の廃棄について、内容物は破棄してから廃棄をしましょう。
・ネームタグは胸の中央か左ポケットに付けるようにしましょう。
＜ベッドコントロール＞
・成田　真依様～9/18　東病棟より転入予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・向井　敦子様～排便確認できており本日は飲水のみ行い、明日より低残渣食での食事開始指示頂いています。明日より点滴は1本となります。また酸化マグネシウムの内服開始となっています。
・大久保　すい様～栄養科と相談しカロリー摂取できる栄養補助食品を検討するようにと話がありました。9/18ＣＺ－ＨｉとＭＡラクフィアを試して、本人様よりラクフィアの希望ありました。9/19より朝にラクフィアが追加となります。（1日1本）
また、入浴はAユニットの患者様と一緒に入れることになりました。
・下川戸　長司様～9/18採血指示あり、その結果で今後の血糖指示検討するとの事でした。
・下斗米　悟様～兄様より成年後見人導入に向けての流れを知りたいとの事で9/20　ＰＳＷと兄様が面談予定となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・向井　敦子様～退院が延期になったため退院時処方を服薬していますが、薬局に確認した所そのままでいいとの事でした。引き続き腹部症状と排便状況、バイタルサイン値の観察を行ってきましょう。
・若松　澄子様～床に臥床し、脱衣行為するなど、都度介入を要しています。他者
トラブルに注意し、引き続き精神症状観察していきましょう。
・泉川　ケイ子様～拒食は見られていますが拒薬は見られていません。引き続き食事・内服状況の観察をしていきましょう。
・中村　豊様～他患者様と過度な交流をしている際は介入をしていきましょう。
・久保　興介様～引き続きトラブルに至らないよう観察、介入をしていきましょう。
・宮古　喜久代様～精神症状は見られず落ち着いて過ごされています。
・佐々木　悦子様～昼食後、病棟へ一度戻ったのにもかかわらず東病棟Ｃユニットにいた為介入しています。行動注意していきましょう。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞

・續石  啓介様～診察時、表情冴えなさありますが、不調訴えは聞かれていません。内服
継続処方となっています。
・竹内　恒子様～9月26日施設見学に行く事を主治医に情報提供しています。
・佐々木　悦子様～朝食をパン食にしてほしいと希望がありましたが、窒息の危険性があることを主治医に情報提供し、食事変更はありません。本人も了承しています。
・長谷川　陽一様～夜間帯携帯電話をスタッフ預かりとしていること情報提供しています。内服薬は変更ありません。
・坂本　のり子様～左耳後方の擦過傷による瘡蓋について主治医診察しています。本人は軟膏処方拒否し、ニベアクリームで対応する事話され、経過観察となっています。また、以前他患者様のパンを盗った事注意受けていますが、色々理由を付け反省している様子は見受けられていません。洗濯機の使用についてもルールを守れない事伝えていますが、新しい洗濯バサミを準備して欲しいと話され、話題を変えています。
・神田直樹様～主治医へ「特許を取りたい」と話されたり、以前行なった心理検査について質問されていました。
・出河　攻様～遺言について主治医へ話されていました。郵送となる場合は御家族のどなたに郵送するのかを本人へ確認していきましょう。
・内服薬変更した方はいません。
＜金先生診察情報＞
・坂本　福子様～入院に至った経緯について内服中断したと振り返っています。退院に向け訪問看護は週1～2回導入していく必要があること説明受けています。また、退院に向け内服自己管理やサービスの調整をしていくよう指示がありました。
・三浦　美幸様～診察待つこと出来ず、入ってこようとするため介入しています。その後一時的に大声出す様子見られています。診察時も腕をたたく行為が見られていますが、その後は落ち着く事出来ています。
・田名部　清一様～家族様面会に来られ、主治医より現状面談を行っています。対応としては傾聴していくよう説明を受けています。現在ADLが徐々に低下してきていること主治医に報告していますが、今は休養が必要であるため、活動を無理に促さずホールでの食事は継続していくよう説明がありました。療養期間も特に設定はしないとの事です。
・下斗米　悟様～ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。
＜転入患者様情報＞
・成田　真依様17歳　女性
・主治医：田名部先生
・入院形態：任意入院
・主病名：転換性障害
・ＡＤＬ：自立
・方向性：自宅　10月に高校に戻れれば、留年は避けられるとのこと　
　　　　　入院当初は3ヶ月の入院予定
・買い物：差し入れ

・洗濯：家族洗濯（9/19に母様面会に来たばかりのため、次回面会時に確認をお願いしま
　　　　す。）
・間食制限：なし
・その他：キーパーソンは母親　ほぼ面会はせずに差し入れのみ
　　　　　面会の際には本人拒否されることもあり、本人の意向確認してからの対応

　　　　　スマートフォン、イヤホン夜間預かり

　　　　　失語あり、会話はスマートフォンを利用

　　　　　内服はなし
　　　　　休養目的の入院のため、プログラムは一切導入していません。
　　　　　ポケットwifi使用の希望あり、9/20にＳＧＭに確認していく事としています。

＜災害による支障時の対応について＞

・災害による支障時の対応について話し合っています。
